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るものは吋州1+命)}==ホ玄 となるから乃の作用に劉ナるさの.作周の割合は高々
96.32 x.O. 0083 

==0.0087 92 ナなわち 0.9%にナぎ訟い。

、回有週期にも(?・19)~つよう伝影響があるが，ヮィーヘルト式地震計でほ吊パネぼ主として重力

、との平衡Dためた使われ，週期を左右ずるのは別の板アでおり，叉質験的に固有週期が求めうる

舎から強制振訪にう守ナる程重要J性はない。

fi.5 結 ぴ との計算では吊パネが?様に伸縮ナると仮定したから第I園で前後の方向の

水平加速度が入って来なかった。吊パネが一様に伸縮し抵い時は A.とBを笥とずる縦振動や横振

動が入って来る。ととに前後方向の加速度がある時ほ，吊パネの A，B雨端がとの方向には動けな

い欣態にあるため，横振効が入りやナいちのと考えられるが， とれらの計算段後の機舎にナる。 a

(昭如 24，5，再稿)
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地震計の自由振動の減衰について

，西 深 義 貝0発 本 間 正作発‘

地震計に自由探訪を興えた:J寺D振11の減実ぽふつう一定。団体摩擦及び残留制

振℃上るものとされでいるが， 1時々振 flvたきい所び'}jカ刈、さい所士り減衰の度前著しく大きい場

合が起るため，それだけの原因で減衰するとしては説明つかないととがある。それで故森田稔技

官(1)は振子叉ぼペン先のJ麹位。絶対値に比例する摩擦を想像しで，上記。主うな現象を定性的に説、

まえがき1. ， 

明された。所が実際刀減衰探訪の記象わらそD場合の常数を検定すると， うまく結果が出て来ない

というととであった。本文では一定。固体摩擦と残留制振とが作用する11寺に常数を決める B.Ga1i-

tzinの方法切に類似の方法を考え，それをあてはめて計算した結果ふ従来。間休摩擦及び建i{制

振の場合との比較をしてみた。

fi.2 費強情果 一定3摩擦と変位疋比例する摩擦と残留指i振と 3つを合んだ場合を調べると一

番面白いが，そ礼でj士式が複稚沼なって実致活果7)整理がしにくいhら，変位に比例する摩擦と残

留制探苛そ、。内 4 方だけが作用しているきする。前者の場合ほ森田技官。結果児よるると

2r(aiニトai+J)+α(ai2+ai+l2)ー (ai2-ai+12)= 0 
/ 

* 松代地震観測腕 J

(1)蘇田稔，.r地震計の摩擦について」験震時報 10巻 3.4掠 (1940)505-509. 

(2) B. Galitzin j Vorlesungn uber SeismOloetrie，く1914)491. 
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地震計の自由振動り滅衰について一一本間lEfF・西津義則 ~1 

が怒り立つ。どζで，a1ほ大きい万から数えセ第 4番目の宇振巾， γ は一定。国体摩擦値である。

変位に比例する摩擦力ほ mklal とするo m は振子の質量の拙針当量，kは摩擦カの比例常数で

ある〕との的=恭hに当るム Toはもちろん地震計の固有糊である。

(2・1)を変形すると'

1，2・ 1+α α♂ートai+l2
G叶ム:;---2-'~十Gt+11 (2・2)

αt2+αi+12 ai2 . _ L. ... .... ~ 
となるからぬの観測値から と を寸算し，とれらをi直角座標の横軸，縦軸

ぬ十ai+l ai十αt十¥1....R

にとって点をプロラトすると，〔点が一直線に並び，その傾きからーーが求まれ縦軸の切片か
ー1+α
2 

ら rが求まるo

変位に比例する摩擦戸の代りに残留制振を考える時は

た立し

a1， == v， ai+l +C， (2・3)

(2・4)c==r(l+が)

となるo ととで V'~事残留制振!支である。

ある強震計で自由振勃を行わせたら，第一表のようになったむた Yし固有週期は2・67秒であった。
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10と0.5 11，'  15 
との材料から最小二乗法で計算ナると

1+α 
ーτー=0， 549:t0. 018 ， 
u 

及び

V' = 1， 1044:t0. 0037 ， 

表
白
川
田
川
町
一
一
ぺ

r ::::0. 127:t0.026粍

r =0.1-13土0.023粍

• 

16.1 'f.5粍

(2・5) 、
.闘，

(2・6)，

となる。士は線率誤差を示ナ。

両者を比較ナると，t!ちらの仮定でも大体同じ程度に実験結果吃趨合しているととが分る。そし

て一定の国体摩擦rの大きさも誤差の範囲で一定しているo したがって，rのまうた摩擦はたしか

にあるとして， もう一つの減衰因子は変位に比例ナる国体摩擦 (又はそれと同等な紋呆をもっ図

ん -21-‘、
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子)と考えて』も構わない。 ゐそらく雨者共ある程度働いて~ JJ ，場合t己主つては前者が優勢であっ

て大振rtJの所で減衰がはげしくなるようになり，場合によっては物理的に考え易い後者を選んだ万

.時震験~2 
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表
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E 

第

が適当になるものであろう D

ついでに Galitzinの万法で摩擦値がどの位正確に求まるかを

r v' 
， 
e 

1-1壬 0.175:tO.023 1.1014士0，0073 :t0.150 

4-14 0.263土0.016 1. 0695士0.0049 土0.08壬

6-14 0.257:tO.023命 1. 0722:t0. 0086 土0~097

8-14 0.255土0.037 1.07-35土0.0149，， :tO~.lOl 
圃

地震計の摩擦{直の正確さ

ついて調べ‘て見た。との11寺の

相つぐ全振巾 ld士第二表の漣

Dである。との中 i=1 """"14， 

i==4""""14， i = 6ω14， i=:8，....，.， 

あるウイーヘルト式地震計に

~.3 

e 

lfO 14 の資料~使って決めた川

v' ，その確率設差及び各観測

の確率誤差eはヨたのようにな
. 

るo C良さの皐位は査官1~粍)

第一の場合を除くと rは誤差

の範囲で一致して沿わ談-差

は常識通り観測資料の数と共

に減っているが，最初。大き
e 司、

20 い三振rtJを入れると念に結成

の{恒も飛r が却って洛ちて
¥ . 路約に遺って来る。そもして r

-. 
10 

が減わがが増した宅U~， 大

きい振巾において減哀が早や

が長たととを示ナものであ

る。地震計。常数の検定のH寺t

{ごはとの上うな事柄が起って

.30 

， 

10 まO

...... 22 -" 

わ材料を多 ζ使い乍ら却って犬


